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１
－
は
じ
め
に

　
私
た
ち
は
、
研
究
の
前
提
と
し

て
求
め
ら
れ
る
「
時
代
ニ
ー
ズ
」
と

は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討

し
、
あ
る
一
定
期
間
に
お
け
る
行

政
に
対
す
る
需
要
、
市
民
の
要
望

の
総
体
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。

時
代
ニ
ー
ズ
に
は
、
長
期
的
な
対

応
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
、
短

期
的
な
緊
急
対
応
が
期
待
さ
れ
て

い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
本
研
究

は
こ
れ
ら
へ
の
即
応
性
を
向
上
さ

せ
る
戦
略
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

本
質
を
見
極
め
的
確
か
つ
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
、
人
材
育
成
、

組
織
運
営
の
改
善
提
案
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。

２
－
検
討
に
当
た
っ
て
の
視
点

　
行
政
は
、
施
策
の
立
案
等
に
当

た
っ
て
、
意
識
調
査
等
で
常
に
変

化
す
る
時
代
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
が
、
意
見
聴
取
・
統
計
等

数
字
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
段

階
で
は
、
課
題
は
複
雑
化
・
深
刻
化

時
代
二
ー
ズ
へ
の
即
応
性
向
上
に
向
け
た
戦
略

し
て
い
る
。
様
々
な
ル
ー
ト
で
発

信
さ
れ
て
い
る
情
報
か
ら
未
来
を

予
測
し
、
課
題
が
顕
在
化
す
る
前

の
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
、
先

手
を
打
ち
対
応
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
一
方
、
私
た
ち
が
取
り
組
む
べ

き
施
策
は
、
時
間
管
理
の
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・

コ
ヴ
ィ
ー
　
注
１
、
図
１
）
で
い
う

「
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
」
と
「
緊

急
で
は
な
い
が
重
要
な
施
策
」
が
中

心
で
あ
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
、

前
者
で
は
機
動
性
を
、
後
者
で
は

行
政
の
一
貫
性
、
継
続
性
、
安
定
性

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
二
面

性
が
現
在
の
組
織
体
制
の
課
題
で

あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
各
局
の
判

断
を
重
視
し
た
自
立
的
予
算
編
成

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
新
規
施
策
の
実
施

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
各
局
の

取
組
を
、
全
市
的
・
横
断
的
に
把

握
・
調
整
す
る
予
算
査
定
機
能
が
低

減
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の

停
滞
、
各
局
施
策
の
硬
直
化
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
見
ら
れ
る
。
施
策
を

時
代
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
も
の
に
見

直
す
た
め
に
は
、
社
会
実
験
制
度
、

事
前
評
価
・
再
評
価
・
事
後
評
価
制

度
、
施
策
の
棚
卸
し
な
ど
の
ツ
ー

ル
や
、
財
源
の
獲
得
、
市
民
と
の
協

働
等
の
視
点
も
必
要
で
あ
る
。図１　時間管理のマトリックス

３

子
育
て
支
援
事
業
本
部
に
お

け
る
取
組
み
の
事
例
研
究

　
時
代
ニ
ー
ズ
へ
の
即
応
性
向
上

の
た
め
に
考
え
ら
れ
る
課
題
を
抽

出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
具

体
的
な
事
例
か
ら
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
重
要

か
つ
緊
急
な
行
政
課
題
に
対
応
す

る
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
子

育
て
支
援
事
業
本
部
を
具
体
的
モ

デ
ル
と
し
て
検
証
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
本
部
に
お
い
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
成
果
を
導
き
出
せ

た
と
考
え
て
い
る
。
①
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
目
標
と
達
成
期

限
が
具
体
的
に
設
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
組
織
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
方
向
性
が
明
確
で
あ
っ
た
こ

と
　
②
組
織
が
、
小
集
団
に
よ
る

フ
ラ
ッ
ト
な
形
態
で
あ
り
意
思
決

定
や
行
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
職

員
間
の
情
報
共
有
が
図
ら
れ
た
こ

と
　
③
局
長
級
の
本
部
長
を
配
置

し
局
と
の
分
権
を
行
い
施
策
判
断

に
お
い
て
は
決
定
権
が
付
与
さ
れ

た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
受
け

３
グ
ル
ー
プ

日
比
野
　
正
芳
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（
注
１
）

　
1
9
3
2
年
生
ま
れ
、
5
2
年
ユ
タ
大
学

卒
業
、
5
7
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
Ｍ
Ｂ
Ａ

取
得
、
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
で
博
士
号

取
得
、
同
大
学
の
組
織
行
動
及
び
経
営
管

理
の
教
授
を
務
め
約
3
0
年
間
に
わ
た
り
ア

メ
リ
カ
の
最
優
良
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
活
躍
。
「
７
つ
の
習
慣
・
成
功
に
は

原
則
が
あ
っ
た
」
の
著
者
と
し
て
有
名
。

～
未
来
の
ニ
ー
ズ
を
予
知
し
、
先
手
を
打
つ
行
政
へ
の
転
換
～

青
葉
区
区
政
推
進
課
担
当
課
長

田
中
　
博
章

こ
ど
も
青
少
年
局
こ
ど
も
家
庭
課
長

森
　
　
秀
毅

道
路
局
企
画
課
長

小
泉
　
英
一

緑
区
税
務
課
担
当
課
長

緒
賀
　
　
道
夫

瀬
谷
区
総
務
課
長

伊
藤
　
　
勇

教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
人
事
課
長

谷
口
　
尚
三

横
浜
市
立
大
学
医
事
課
長

（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

早
渕
　
直
樹

監
査
事
務
局
長



て
、
即
応
性
向
上
に
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

①
現
状
分
析
、
課
題
分
析
及
び
そ

れ
に
基
づ
く
一
定
期
限
を
見
通
し

た
綿
密
な
計
画
を
立
て
大
き
な
修

正
が
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
　
②
施
策
の
判
断
権
者
に

対
し
十
分
な
情
報
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
機
能
が
必
要
で
あ
る
こ
と
　
③

事
業
実
施
の
過
程
で
想
定
さ
れ
る

様
々
な
危
機
を
予
測
し
、
計
画
達

成
の
た
め
の
担
保
と
な
る
も
の
を

あ
ら
か
じ
め
確
保
し
て
お
く
こ
と

④
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
や
制

度
を
あ
ら
か
じ
め
整
え
て
お
く
と

と
も
に
組
織
は
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
、

意
志
疎
通
を
図
り
や
す
い
も
の
と

す
る
こ
と
　
⑤
人
員
は
当
初
か
ら

最
大
数
で
配
置
し
計
画
期
間
中
の

人
事
異
動
は
極
力
避
け
る
と
と
も

に
経
験
者
や
職
に
精
通
し
た
も
の

の
配
置
を
す
る
こ
と
　
⑥
日
ご
ろ

か
ら
、
時
代
ニ
ー
ズ
を
把
握
・
抽
出

し
、
そ
れ
に
応
え
る
施
策
形
成
能

力
や
実
行
力
を
持
っ
た
職
員
の
育

成
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
　
⑦
長

に
対
し
て
は
、
人
事
・
予
算
・
組
織

等
の
権
限
に
つ
い
て
も
、
局
長
と

同
等
に
付
与
し
、
あ
ら
か
じ
め
計

画
期
間
を
見
通
し
た
人
事
・
予
算
・

組
織
査
定
に
よ
り
実
効
性
を
担
保

し
て
お
く
こ
と
、
の
以
上
７
項
目

で
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
る
と
組

織
運
営
の
改
善
と
人
材
育
成
の
２

点
が
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

４

施
策
立
案
・
実
施
の
迅
速
化

組
織
改
正
に
向
け
た
提
案

　
施
策
の
立
案
・
実
施
の
迅
速
化
を

図
り
、
時
代
ニ
ー
ズ
に
即
応
す
る

た
め
に
は
、
着
想
、
構
想
・
分
析
、

企
画
の
各
段
階
で
、
事
業
化
の
優

先
順
位
と
適
切
な
ス
ピ
ー
ド
を
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
膨
大
な
情

報
を
も
と
に
、
専
門
的
視
点
か
ら

的
確
性
と
と
も
に
将
来
の
ニ
ー
ズ

や
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
先
見
性
を

も
っ
だ
予
知
型
の
施
策
立
案
が
求

め
ら
れ
る
現
状
で
あ
る
。
（
図
２
）

そ
こ
で
日
常
の
執
行
体
制
と
し
て
、

以
下
の
二
点
を
提
案
す
る
。
①
区
・

局
長
補
佐
官
を
設
置
し
、
情
報

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
と
ト
ッ

プ
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
の
強
化
を
図

る
こ
と
　
②
年
度
途
中
で
あ
っ
て

も
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
組
織
運
営
、
職

員
配
置
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
権

限
を
局
区
長
が
持
つ
必
要
が
あ
る

こ
と
、
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
都
市
で
は
職
員
数
が

多
く
、
個
々
の
職
員
の
担
当
領
域

が
狭
い
こ
と
か
ら
、
縦
割
り
の
弊

害
が
生
じ
や
す
い
一
方
で
、
職
員

の
専
門
性
は
高
ま
る
利
点
が
あ
る
。

横
浜
市
で
は
、
今
年
度
、
専
門
能
力

申
告
制
度
を
実
施
し
た
が
、
即
応

性
の
高
い
組
織
編
成
を
行
う
際
に

は
、
各
職
員
の
専
門
性
も
的
確
に

把
握
し
、
専
門
能
力
と
全
市
的
な

調
整
能
力
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
職
員
構
成
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

５

仕
事
に
対
す
る
取
組
姿
勢
の
向
上

職
員
の
意
識
改
革
に
向
け
た
提
案

　
時
代
ニ
ー
ズ
を
読
み
、
即
応
・
戦

略
的
な
対
応
が
で
き
る
職
員
の
育

成
は
、
短
時
間
で
は
困
難
で
あ
り
、

長
期
ス
パ
ン
で
人
材
育
成
の
あ
り

方
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

人
材
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
で
、

情
報
の
収
集
、
企
画
、
戦
略
的
思
考

な
ど
の
能
力
育
成
も
目
指
す
こ
と

を
提
案
す
る
。

　
職
員
が
身
に
つ
け
る
べ
き
３
つ

の
能
力
は
、
①
外
部
の
視
点
か
ら

の
判
断
や
相
対
化
が
で
き
る
力
「
時

代
ニ
ー
ズ
把
握
力
」
　
②
総
合
的
な

観
点
で
時
代
の
先
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
「
未
来
予
測
能
力
」
（
先
見

性
）
　
③
与
え
ら
れ
た
職
務
の
み
な

ら
ず
、
組
織
内
で
柔
軟
・
機
敏
に
立

場
を
変
え
ら
れ
る
「
個
の
職
員
の
組

織
内
対
応
力
（
柔
軟
性
）
」
、
で
あ
る
。

こ
れ
に
向
け
た
、
人
材
育
成
の
方

策
と
し
て
、
①
特
化
し
た
ト
ッ
プ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
を
行
う
。

特
に
ト
ッ
プ
に
昇
任
す
る
資
質
を

持
つ
も
の
は
区
局
長
の
推
薦
で
係

長
級
か
ら
で
も
専
門
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
②
民
間
と
の

交
流
や
時
間
外
活
動
に
対
し
て
、

局
区
と
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
や

事
業
提
案
能
力
向
上
等
の
た
め
経

営
責
任
職
と
職
員
と
が
一
緒
に
考

え
る
「
塾
」
を
積
極
的
に
進
め
る
。

③
地
域
を
良
く
知
り
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
で
き
る
よ
う
。
地
（
じ
）
の

人
”
を
配
置
す
る
。
具
体
的
に
は
職

員
・
係
長
・
課
長
・
部
長
・
区
長
と

各
職
位
に
お
い
て
、
自
分
の
基
礎

と
な
る
区
役
所
と
他
局
・
区
を
行
き

来
し
な
が
ら
経
験
を
積
み
な
が
ら

も
、
そ
の
中
心
が
当
該
区
役
所
で

あ
る
よ
う
な
人
事
異
動
を
行
う
こ

と
提
案
す
る
。

６
－
お
わ
り
に

　
最
後
に
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
、

私
た
ち
は
、
巨
大
組
織
と
し
て
横

浜
市
政
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
、

少
し
で
も
変
革
で
き
れ
ば
と
考
え

た
。
最
近
民
間
企
業
が
進
め
て
い

る
、
大
胆
な
組
織
変
革
・
職
員
育
成

を
行
わ
な
い
限
り
、
未
来
の
ニ
ー

ズ
を
予
知
し
先
手
を
打
つ
行
政
へ

の
転
換
は
不
可
能
で
あ
り
、
や
や

も
す
る
と
市
政
運
営
の
閉
塞
化
と

衰
退
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
現
在
の
組
織
体
制
、
人
材
育
成

を
変
革
し
て
い
く
に
は
時
間
が
か

か
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
た
ち

は
、
今
後
の
組
織
運
営
と
人
材
育

成
の
実
践
に
お
い
て
、
少
し
で
も

こ
の
変
革
に
む
け
た
実
績
を
上
げ

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

図２　創造性開発の必要性
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